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「省水型・環境調和型水循環プロジェクト」「省水型 環境調和型水循環プロジェクト」
高効率難分解性物質分解技術の開発

平成２２年８月１７日

(独）新エネルギー・産業技術総合開発機構
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１. プロジェクト概要
省水型・環境調和型水循環プロジェクト

中央環境審議会 水環境部会 排水規制等専門委員会 （第４回）

我が国の水処理技術の強化 これら技術を活用した省水型 環境調和型の水循環シ

事業期間：
平成21年度～平成25年度

事業の狙い

我が国の水処理技術の強化、これら技術を活用した省水型・環境調和型の水循環シ
ステムの構築および実証に加えて、水資源管理技術の蓄積・国内外での普及支援な
どを推進することで、水資源管理における省エネおよび産業競争力の強化を図る。

水循環要素技術研究開発 水資源管理技術研究開発

革新的膜分離技術
国内外への展開に向けた実証

革新的膜分離技術

省エネＭＢＲ

・ＲＯ膜、ＮＦ膜の開発
・分離膜の細孔計測技術の開発

・国内
・海外

中国（雲南省、安徽省）、UAE、
オ ストラリア ベトナム省エネＭＢＲ

有用金属回収技術

・曝気量削減など省エネ技術の開発
・低ファウリング化技術の開発

連携
オーストラリア、ベトナム、
エジプト、タイ等

海外展開の加速

高効率難分解性物質分解技術

国内外への展開に向けた調査検討・有用金属(Zn,Ni等）の分離・回収技術の開発
・有害イオン（B,F等）の吸着剤の開発

・水循環管理技術に関わる調査
・海外の水資源などの動向・実態調査
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・難分解性化学物質分解技術の開発
・新機能生物によるｱﾝﾓﾆｱ含有廃水処理技術

の開発

・海外水関連企業の事例研究
・国内外成果普及活動



１. プロジェクト概要
1,4-ジオキサン分解技術の開発

中央環境審議会 水環境部会 排水規制等専門委員会 （第４回）

１，４－ジオキサンは、水環境の汚染を通じ人の健康に影響を及ぼすおそれ、水環境での
検出状況から 水質環境基準健康項目等に係る見直しがなされている中 十分に処理を

背景

検出状況から、水質環境基準健康項目等に係る見直しがなされている中、十分に処理を
行うための無害化技術が確立されていないのが現状であり、適切な処理技術の開発・確
立が急務となっている。

目的

1,4-ジオキサンを含有する実排水を対象に、効率的に1,4-ジオキサンを分解除去できる処

理プロセスを構築する

研究項目

●促進酸化処理による実排水中1 4 ジオキサンの分解除去に関する研究開発

理プロセスを構築する。

●促進酸化処理による実排水中1,4-ジオキサンの分解除去に関する研究開発
●難分解性物質分解技術システム化に関する研究開発
● 1,4-ジオキサンの分解特性に関する研究開発

目標

1,4-ジオキサンを含有する実排水を対象に、促進酸化処理と生物処理等を組合せ、1,4-
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ジオキサンを 0.5 mg/L以下まで処理可能にするとともに、従来の技術に比べて、エネル
ギー等 50％削減するシステムを構築する。



１. プロジェクト概要
実施体制と事業期間

中央環境審議会 水環境部会 排水規制等専門委員会 （第４回）

実施体制
ＮＥＤＯ

住友精密工業㈱
研究項目： 促進酸化処理による実排水中1 4 ジオキサンの分

委託

研究項目： 促進酸化処理による実排水中1,4‐ジオキサンの分

解除去に関する研究開発

再委託

(財)造水促進センター
研究項目：難分解性物質分解技術システ
ム化に関する研究開発

(独)産業技術総合研究所
研究項目：1,4-ジオキサンの分解特性に
関する研究開発ム化に関する研究開発 関する研究開発

事業期間

平成２１年度～平成２５年度

・促進酸化処理による分解除去基本システムを平成23年度までに完成。

・平成24年度、25年度で実証試験を実施、平成26年度実用化を目指す。 5



2. 進捗状況
実施内容

中央環境審議会 水環境部会 排水規制等専門委員会 （第４回）

促進酸化処理による実排水中1,4-ジオキサンの分解除去に関する研究開発

内 容：実工場排水を用いた回分試験による1,4-ジオキサンの分解特性の把握

対象水： 高濃度、低濃度の1,4-ジオキサン実排水

A排水

B排水
pH 生物 凝集 希釈

放流
C排水

D排水

p
調整

物
処理

凝集
処理

希釈
処理 放流

第1凝集 第2凝集 第3凝集 最終
排

ｻﾝﾌﾟﾘﾝｸﾞ

第1凝集
ｻﾝﾌﾟﾘﾝｸﾞ

第2凝集
ｻﾝﾌﾟﾘﾝｸﾞ

第3凝集
ｻﾝﾌﾟﾘﾝｸﾞ

最終
ｻﾝﾌﾟﾘﾝｸﾞ
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2. 進捗状況
回分試験系の構成

中央環境審議会 水環境部会 排水規制等専門委員会 （第４回）

To air

To air OzoneTo air Ozone 
monitor Ozone 

destructor

Ozone 
destructor

ＦＩOzone 
monitor

ＦＩsample

monitor

Ｐ

Ozone 
generator

25g/h

Ozone reactor
ID 66mm×2000mmH
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2. 進捗状況
各工程排水に対するオゾン処理による1,4-ジオキサン分解

中央環境審議会 水環境部会 排水規制等専門委員会 （第４回）

A排水

排水

B排水
pH

調整
生物
処理

凝集
処理

希釈
処理 放流

C排水

D排水

ｻﾝﾌﾟﾘﾝｸﾞ

第1凝集
ｻﾝﾌﾟﾘﾝｸﾞ

第2凝集
ｻﾝﾌﾟﾘﾝｸﾞ

第3凝集
ｻﾝﾌﾟﾘﾝｸﾞ

最終
ｻﾝﾌﾟﾘﾝｸﾞ

最終
第3凝集第3凝集
第2凝集
第1凝集

0 10000 20000 30000 40000
Ozone [mg/L]

・1,4-ジオキサンの減少傾向は、各排水の水質に影響を受ける。

O o e [ g/ ]
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, キ 減少傾 、各排水 水質 影響を受け 。
・1,4-ジオキサン濃度が高い排水（B排水、C排水、D排水、第２凝集、第３凝集）において

効率の良い分解処理が確認できた。



2. 進捗状況
促進酸化処理による1,4-ジオキサン分解

中央環境審議会 水環境部会 排水規制等専門委員会 （第４回）
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・促進酸化処理は、オゾン単独処理に比べ、効率の良い分解処理が確認できた。

9

促進酸 処 、 単独処 、効率 良 分解処 確認 。
・促進酸化処理は、 1,4-ジオキサンを分解処理目標濃度0.5mg/L以下にすることを

確認できた。



2. 進捗状況
COD、BOD、TOCの濃度変化

中央環境審議会 水環境部会 排水規制等専門委員会 （第４回）
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・促進酸化処理は、オゾン単独処理と比較して、CODとＢＯＤの増加速度が高かった。
・促進酸化処理は、CODとBODの増加、減少に同じ傾向が見られた。
ＴＯＣの経時変化は オゾン単独処理では減少しなか たが 促進酸化処理では減少が・ＴＯＣの経時変化は、オゾン単独処理では減少しなかったが、促進酸化処理では減少が
見られた。
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2. 進捗状況
まとめ

中央環境審議会 水環境部会 排水規制等専門委員会 （第４回）

1,4‐ジオキサンを含有する実排水を対象に、オゾン単独処

理および促進酸化処理について回分実験を行った結果、
以下の事項が確認できた。

• オゾン+H2O2による促進酸化処理は、オゾン単独処理に比
べ1 4-ジオキサンを効率よく分解し、 0 5mg/L以下まで分1,4 ジオキサンを効率よく分解し、 0.5mg/L以下まで分
解できることが確認できた。

• 1,4-ジオキサンを促進酸化処理で分解すると、COD、BOD
の増加と減少、TOCの減少が確認できた。
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3. 今後の予定
中央環境審議会 水環境部会 排水規制等専門委員会 （第４回）

１．実排水による促進酸化連続試験評価

験 結 基 成 度 連続促進酸 装 製回分試験の結果を基に平成21年度設計した、連続促進酸化装置を製作し、実工
場排水にて1,4-ジオキサン高濃度実排水および低濃度排水の促進酸化連続試験
を行い、処理特性を確認する。

2．組み合わせ処理の検討2．組み合わせ処理の検討

実工場排水を用い、試験室にて回分で促進酸化処理を行い、1,4-ジオキサンの
分解特性を把握する。対象水は1,4-ジオキサンを高濃度、低濃度含有するもの分解特 把 す 。 象 , 高濃度、 濃度含有す
を用い、排水に適した促進酸化方法、処理プロセスを検討する。
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